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　この様な推移の中、新中川病院では訪問リハビリ

を開始致しました。前回の私のニュースレターでは

『リハビリ再考（最高）』と題しまして、特に制約

を受けない訪問リハビリこそ「人間の最後までリハ

ビリを受ける権利が保証されており最高だ」と申し

上げました。（今でもその考えに変わりはありませ

ん）

　さて、急性期の湘南泉病院へ異動して最初に感じ

たことは、「時間の流れが速い！」という一言に尽

きます。２０年前に経験した急性期病院とは明らか

にスピード感が異なります。平均在院日数１４日以

内という目標に向かい、病院スタッフ全員が一丸と

なっている様子は圧倒的な迫力です。当然のことな

がら、リハビリテーションの指示も１日に４～５件

は当たり前！その中で早期離床・早期リハビリテー

ションの介入により患者様の回復力が高まることを

実感しております。

　今、沖縄でのPTを目指した初心と新中川病院入職

当時の思いを胸に、患者様へのリハビリテーション

サービスの早期介入を維持するため、リハビリテー

ション科のスタッフにしがみつきながら、必死で頑

張っております。

　命を救う医師！　スピーディーにその後のケアー

をする看護師！　私たちリハビリテーション科は未

来を見つめてゆきたい！　自分たちで患者様のゴー

ルをつくることなく、適切なリスク管理の元に患者

様の可能性を切り拓いてゆきたい。

　そしてさらに、急性期医療に携わる湘南泉病院の

リハビリテーション科として、今後どのように地域

にも貢献してゆけるのか、スタッフ一同検討してゆ

きたいと考えております。

　今後ともご指導宜しくお願い致します。

 ～ 未来をつくるリハビリテーションを目指して ～

湘南泉病院　リハビリテーション科長　間野  和貴
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命を救う急性期病院「湘南泉病院」に異動して

　平成２７年９月１日より、新中川病院から湘南泉

病院に異動して参りました理学療法士（PT）の間野

和貴と申します。

　私は、８年に及ぶ沖縄でのスポーツインストラク

ター勤務を経て、横浜に戻りPTとなりました。それ

は、運動中に倒れたお客様を病院にお見舞いに行っ

たことがきっかけでした。それまで元気にスポーツ

をされていたお客様が突然倒れ半身麻痺になった後

「何かお手伝いができないものかと・・・。」

　その後の私の医療機関への関わりを学生時代から

考えてみますと、山王リハビリクリニック・大和徳

洲会病院・横浜市総合リハビリテーションセンター

海老名総合病院附属海老名メディカルサポートセン

ター・衣笠総合病院にて、当時のクリニック・総合

病院・急性期病院から維持期の病院と多様な医療機

関にて勤務や実習を経験し、「どんなに年をとって

も、どんな状態でもリハビリは必要だ！」との思い

で、１６年前に維持期の新中川病院へ入職致しまし

た。

　思い起こしますと、この１６年間はリハビリテー

ション界にとっては激動の時代でありました。新中

川病院への入職当時は、医療保険による患者様への

リハビリテーションサービスは実施時間に関係なく

実施すればするだけ全て算定することができました

ので、一人のセラピストが４０人以上の患者様へ毎

日リハビリを実施しておりました。その後、リハビ

リテーションサービスには色々な制約がなされるよ

うになり、必要性が見つめ直され、個別リハ・集団

リハなどの括りや、時間による算定単位が設定され

（1単位20分・23単位／日・108単位／週上限）施設

基準による単価も設定されました。現在では医療保

険に代わり、介護保険による在宅でのリハビリテー

ションへの推進が叫ばれております。



　　　　

平成２７年度 湘南泉病院職員旅行
～ 第１班 ９月１７日・１８日 第２班 １０月１５日・１６日 ～

湘南泉病院では、福利厚生の一環で職員旅行が毎年あります。

『今年の行程』

①：湘南泉病院＝駿府匠宿「見学、昼食」＝葵サンプル「サンプル作成体験」＝西浦温泉【銀波荘】

②：西浦温泉【銀波荘】＝ヤマスイ「鮮魚のお買物」＝八丁味噌「見学、お買物」＝岡崎城「見学」＝

おぎ乃「昼食」＝豊川稲荷「参拝」＝湘南泉病院

西浦温泉でゆっくりと温泉を満喫し、心身ともにリフレッシュしました。

平成２７年３月より、運動不足解消、コ
ミュニケーションを図る等、接遇の一環と
してラジオ体操を始めています。
勤務前に行うことにより、体がほぐれて軽
くなったような感じで業務を始められると
の声があり、好評です。

皆さんの部門でもいかがですか。朝から

爽快な気持ちになれますよ！

月～金曜日 ８：３０から５分位
湘南泉病院４階バルコニーに集合！

ラジオ体操 始めました！

平成２７年１０月１９日（月）午後１時より、第３４

回神奈川県病院学会発表があります。
今年のテーマは、『地域医療連携の推進ﾊﾟｰﾄ4～地域医
療構想をふまえて～』です。

湘南泉病院からは、２名が発表することになりました。

◆演題

「円滑な在宅復帰に向けて

～褥瘡を妨げている要因についての一考察～」

演者 ： 理学療法士 日向 功

◆演題

「人間の尊厳を守るために

ＡＤＬ維持・拡大にむけての一考察」

演者 ： Ｃ病棟 看護師 浅尾 恵美子

神奈川県病院学会

発表演題
～湘南泉病院～

八丁味噌工場 豊川稲荷


